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W70a SPICA Coronagraph Instrument (SCI)
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SPICA(Space Infrared telescope for Cosmology and Astrophysics) は宇宙航空研究開発機構が中心となって開
発をすすめている赤外線天文衛星である。SPICA ミッションでは口径 3m 級の望遠鏡を 2018 年に太陽・地球
L2 ハロー軌道に打ち上げ、～6K に冷却した望遠鏡による観測を行う。我々は SPICA への搭載を目指し、赤外
線コロナグラフ観測装置 SPICA Coronagraph Instrument (SCI) のための基礎開発、装置設計およびサイエンス
検討を進めている。この装置による観測の第一のターゲットは、木星型の太陽系外惑星の直接撮像および大気分
光である。合わせて、トランジット現象を利用した系外惑星の大気吸収の研究も重要なターゲットとなる。開発
面での主な進捗としては、他の焦点面観測装置との調整を含む光学設計を具体化したこと、装置全体のボリュー
ム、重量、電力等の要求リソースの具体化、望遠鏡指向性擾乱に対する tip-titl 鏡システムの設計、各種要素技
術の開発、などがあげられる。そして 2010年 4月 30日に SPICA 焦点面観測装置として SCI 搭載提案書を提出
した。本講演では、SCI の装置仕様および SCI を用いることで期待されるサイエンスについて紹介する。


